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はがき１枚につき一つの応募となります。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

米　原

●場所：県立文化産業交流会館 イベントホール（米原市下多良２-137）●開演：14：00（開場13：30）
●料金：前売り一般1,000円 18歳以下800円（６歳以上有料・全席自由）
       当　日一般1,200円 18歳以下1,000円（６歳以上有料・全席自由）
●お問い合わせ：県立文化産業交流会館/0749-52-5111

栗　東

●場所：栗東芸術文化会館さきら 大ホール（栗東市綣２-１-28）
●開演：14：00（開場13：30）●料金：1,500円●備考：未就学児の入場不可
●お問い合わせ：栗東芸術文化会館さきら/ 077-551-1455
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彦　根
●場所：ひこね市文化プラザ グランドホール（彦根市野瀬町187）
●開演：17：00（開場16：30）●料金：１階席4,500円 ２階席3,500円（全席指定）
●備考：未就学児の入場不可
　　　　託児サービスあり（未就学児のみ、無料、２/３までに予約）
●お問い合わせ：ひこね市文化プラザ/ 0749-26-8601

草　津
●場所：県立琵琶湖博物館 生活実験工房(草津市下物町1091)
●時間：13：30～15：00（当日受付13：00～13：30）●料金：無料
●定員：先着30人●備考：小学４年生以下は保護者同伴
●お問い合わせ：県立琵琶湖博物館 / 077-568-4811

近江八幡開催中

●場所：ボーダレス・アートミュージアムＮＯ-ＭＡ（近江八幡市永原町上16）
●時間：10：00～17：00●休館日：２/４、12
●料金：一般300円 高大生250円 中学生以下無料
●お問い合わせ：ボーダレス・アートミュージアムＮＯ-ＭＡ/0748-36-5018

日　野

●場所：日野町町民会館 わたむきホール虹
　　　 （蒲生郡日野町大字松尾1661）
●開演：13：30（開場13：00）
●料金：前売り500円 当日600円 小学生以下無料
●お問い合わせ：日野町町民会館 わたむきホール虹 / 0748-53-3233

小椋佳

舌沙織里
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純粋だからだから、
分かち合えかち合える
傷が傷がある。ある。

●長浜市元浜町８-24
●TEL：0749-62-0742●休館日：年末年始
●開館時間：9：30～18：00
　　　　　　（11月から３月までは17：00まで）
●入館料金：大人200円 小中生100円
●駐車場：市営駐車場を利用（有料）

２/８（金）～17（日）
　小蘭亭の見学には別途200円が必要
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http://www.nagahamashi.org/andouke

小蘭亭内部小蘭亭内部小蘭亭内部

安　家が呉服店を経営していた際に掲げられていた
「呉服」の篆刻額（縦96㌢、横417㌢、厚さ９㌢）

長浜市の「北国街道　安　家」で２月８日

から17日まで「小蘭亭」が特別公開される。

安　家は室町時代から長浜に住み始め

たと言われる旧家。移住後の３代目・

祐正は、1583（天正11）年の賤ヶ岳の合

戦で羽柴秀吉（のちの豊臣秀吉）の作戦

に協力した。その後、秀吉は長浜市の

自治を「十人衆」に委ね、安　家は「十人

衆」の中から選ばれる「三年寄」の一家

として江戸期を通じて活躍した。

明治以降は、東

北地方を商圏

に長浜の産物

の交流に努め、近年まで百貨店経営に

携わっていた。

現在公開されている安　家の住居は、

1914（大正３）年に完成したもので、約10

年の歳月をかけて建てられた。紅殻格

子や虫籠窓など、近代商家の面影を残

した建物となっている。

今回公開される離れの小蘭亭は、北大

路魯山人の手で彩られた芸術の宝庫と

呼ばれている。

陶芸家をはじめ書家、篆刻家、美食家

などさまざまな顔を持つ北大路魯山人

は、1913（大正２）年から1918（大正７）年に

かけて、長浜や京都に食客として滞在。

その際に、安　家とも交流を持ち、ふ

すま絵や天井絵などの傑作を残した。

小蘭亭が特別公開されるのは年に数

回だけ。この機会に近代日本の美意

識に触れてみよう。        （取材・瓜生）
※北大路魯山人（1883～1959）：京都市出身。
　陶芸、書、篆刻など多彩な才能を発揮。
　美食家としても知られている。
※食客：客の待遇で、自分の家に抱えておく人

庭園「古翠園」を眺めるため、
小蘭亭は地上約１㍍に床が
作られている。
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